う。 そうしたら 傍に 居た 娘 はんがび つくりし や はつ 

てきやつ と 云 やはりました で。』 

『ほん まだす か。』 

まレま +6 も 

『真実 だすと も、 うはば みの やうな 鱧 もお ましたで。』 

『まあ、 さう だす か。』 

井戸端で、 昨夜の 夜市 を 見て 来た 女中が 外の 女中と こ 

んな こと を 話して 居る。 時々 思 ひ 出した 様に 何処かで 

あが かまむ しろ 

こ ほろ ぎが 鳴く。 湯から 上る と 縁側の 蒲 筵の 上に 鏡 

台が 出して あって、 化粧 役の 別家の 娘が 眉 刷毛 を 水で 

絞って 待って 居た。 青い 楓の 枝に 構 まれた 泉水の 金 

魚 を 見ながら、 頸のお しろい を附 けて 貰って 居る と、 



ていしゃば まっさき 

の 親類の 客 を迎へ に 停車場 へ 行 つて 居た 番頭が 真 先に 

なって 七 八 台の 車が 着いた。 鋁の 紋附の 着物 を 着た 裏 

町の 琴の 師匠が 来た。 〔# 「。」 は 底本で は 脱落〕 和歌 山 

きリ 

の 客 は 皆 奥で 湯に 入って 居る らしい。 杯盤 や 切ず し を 

でっち 

盛った 皿が 持って来られて、 父 も 母 も 客 も 丁稚 も 皆 同 

じ やうに 店で 食事 をした。 通る 地 車の 数が 多くな つて、 

砂糖水 はもう 間に合 はないで、 奉書 包み を 扇に 載せて 

その 世話人 達に 番頭 は 配って、 橋の 上に 立って 大きい 

だんじ リ ほりもの 

目 をした 張 飛 だの、 加 藤 清 正 だのの 地 車の 彫物 を 和歌 

山の 客 は 珍し さう に 見た。 

『とても 和歌 祭に はかな ひま へん。』 



つた 若者が 幾人 も 幾人 も 走 〔# ルビの 「はし」 は ママ U し 

つて 行く、 四 五町 先へ 神輿が 来た 頃から 危ながって 

みち はた あが ゆみはり 

道端に 居る 人が 皆 店の 上へ 上って 来る。 幾千の 弓張提 

みこし ひと リ 

灯の 上 を 神輿が 自然で 動く やうに 見えて 四方に 懸けた 

しんき やう あと 

神鏡が きらくと して 通った 後 二三 十分で 祭の 街 は 

死んだ やうに 静かに なって、 海の 風が 藻の 香 を 送る。 



底本 ： 「精神 修養」 

1911 (明治^) 年 8 月 号 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 旧字 を 新字 

にあら ためました。 

※底本の 総 ルビ を、 パラ ルビに あらためました。 

※脱落が 疑われる、 『旦那 様、 ありがたう。 御寮人 様、 

ありがたう。』 の 後の 改行 を 補いました。 

入力 ： 武田秀 男 

校正 ： 門 田裕志 
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